













In English as a foreign language (EFL) situations, it is important for educators to improve 
learners’ sound perception skill due to the variation of English existing in the world. 
Furthermore, perceptual skill is a foundation leading to intelligibility in production. This 
study examined the effects of using High Variability Phonetic Training (HVPT) in computer 
assisted pronunciation training (CAPT) on the recognition and production of English 
phonemes that are challenging for Japanese learners of English. Between pre- and post-tests, 
the learners completed training sessions three times a week in two phonetic environments. 
The results demonstrated improvement in perception skill immediately after training with 
large effect sizes. For production skill, however, the effect sizes were not as large, with a 
mixed outcome against the improvement in perception. The learners’ reaction to HVPT 

































2 つの手法が考えられる。1 つは、コンピュータを利用した発音訓練（CAPT: 























ンロード型（Iverson & Evans, 2009）の “Vowel Trainer”、もう一つはインターネッ













　HVPT（High Variability Phonetic Training）は先述のように、第二言語（L2）の音
声学習の研究課題を探るための実験方法として考案されたものである。パイオニ
ア的研究である Logan, Lively, & Pisoni（1991）は、6人の日本人に対して、音素環
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という実験用のFCID（Forced Choice Identification Task）課題が多用されるようになっ
た（Lively, Logan, & Pisoni, 1993; Lively, Pisoni, Yamada, Tohkura, & Yamada、1994）。
また、知覚能力の充実により、調音も向上する結果も導かれてている（Bradlow, 
Akahane-Yamada, Pisoni, & Tohkura, 1999）。
　HVPTによる効果検証の意義は、成人の学習者が臨界期仮説（Lenneberg, 1967）
を覆すのに足るだけの実証を示し続けたことにある。このような効果が着目され、
教育に利用されるようになった（Iverson, Hazan, & Bannister, 2005）。教育利用の背
景には、目標音素を多様な音声で、また、多様な音素環境で集中的に提示する訓






3．HVPT プログラム　“English Accent Coach” の特徴



























表 1.　English Accent Coach の中の目標音素の音素環境レベル詳細
子音　（レベル番号と音素配列） 母音　（レベル番号と音素配列）
1  語頭子音 + / ɑ / 1  / h / + 母音
2a  語頭子音 + / æ /, /ɑ/ 2a  / b /, / d /, / g / +母音
2b  語頭子音 + / i /, / u / 2b  / p /, / t /, / k / +母音
2c  語頭子音 + / ɪ /, / ʊ / 2c  / v /, / ð /, / z / +母音
2d  ｖ子音 + / e /, / ɔ / 2d  / f /, /θ/, / s / +母音
2e  子音 + / ɛ /,/ ʌ / 2e  / m /, / n / +母音
3  子音 +母音すべて 2f  / ʃ /, / ʈʃ /, / dʒ / +母音
4  子音 , single syllable word + 全母音 2g  / w /, / j /, / l /, / r / +母音
5  語末子音（単音節語 + 全母音） 3  全子音 + 母音
6  子音（第 1音節）+ 全母音 4  全子音 + 母音 + 全子音（語末）
7  子音（第 2音節） + 全母音 5  子音連鎖 + 母音 + 全子音
8  語末子音（第 2音節）+ 全母音 6  母音（単語の第 1音節）
9  子音 （ストレス音節） + 全母音 7  母音（単語の第 2音節）
















　目標音素として、日本人が知覚、調音ともに苦手とする /l/ 、/r/、/w/の 3つの音
素を選んだ。先行研究では /l/ 、/r/の二項対立のみに焦点が当てられているが、/r/



























生 3名）、女子 16名（2年生 5名、3年生 1名）であった。
6.2　手続き
　テストと訓練セットに 2つの音素環境を設けたため、2クラス展開によって処
遇のカウンターバランスをとった（表 2）。Aクラスには 10週間のうち前半 5週間
を CV環境（目標子音＋母音）で訓練、後半 5週間は CVC環境（目標子音＋母音
＋子音）で訓練を施した。逆に、Bクラスには前半 CVC環境、後半 CV環境とした。
いずれの場合も /l/, /r/, /w/ の目標子音は先頭に位置した。訓練は、毎週 3回、授業














1、以降 T1）、中間テスト（Time 2、以降 T2）、事後テスト（Time 3、以降 T3）を
作成し、CVと CVCの音素環境別に 100 問の刺激音をランダムに提示する知覚テ
ストを行った。正答率を分析のスコアとして利用した。諸般の事情により、T1 の
CVCテストのデータが得られなかった。




を装着し、誘導する音声（carrier phrase）、例えば Next word is “ra”.を各自ヘッドフォ
ンから聞いて、10 秒以内に、Now I say “ra” という形で “ra” の部分の誘導された
音声を定型文の中に埋め込んで発話する課題だった。1名につき 27音（CV環境 9

























































d＝ .75 効果量大）。Aクラスと Bクラスの差は、事前テストでは約 5ポイント A
の方が高かったが（A: M = 73.2, SD = 17.5; B: M = 68.6, SD = 10.7）、事後にはほぼ
同じレベルになった（A: M = 83.7, SD = 10.9; B: M = 84.5, SD = 9.7）。平均約14ポイ
ントの伸びは先行研究などで報告される範囲（Logan et al., 1991）と近い結果であった。
　調音に関しても、事前テストと事後テストの間で 12ポイント程度の伸びが見ら
れた。同様に事前テストでは Aクラスが 5ポイント程度上回っていたが（A: 
M=59.8, SD=15.4 ;B: M=53.5, SD=35.6）、事後では Bクラスが上回った（A: M=62.4, 
SD=22.3 ;B: M=74.3, SD=23.2)、調音において標準偏差（SD）が大きく、ばらつき
が大きかった。
　音素別の結果は CV環境の事前テストでは、3つの目標音素のうち、/r/の知覚
成功率が 50%で最も低かった。次に /l/（64%）、/w/ （90%）であった。しかし、
CV環境で 5週間のトレーニングを経るとどちらのクラスにおいても /r/が 30%程
表 3.　CV 環境における知覚正答率と調音正答率の記述統計
　 　 知覚（%） 　 　 　 調音（%） 　
　 事前 事後 差 　 事前 事後 差
M 70.6 84.1 13.5 56.3 69.0 12.3
SD 14.1 10.1 12.2 　 33.7 24.1 20.4
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かったため 6週目と 11週目の事後テストの結果のみを見たところ、両方とも 90%
以上の正答率となっており、5週間程度でかなり高いレベルに達したことわかった。
　4ポイントの伸びの内訳は Aクラスが 6週目と 11週目の事後テスﾄ間で CVC環
境トレーニングを受けて、9ポイント以上伸長したことに帰因すると思われる。（M 
= 87.3, SD =7.3 →M = 96.9, SD = 2.5）。一方、1週目から 5週目まで CVCでトレー




れた。内訳をみてみると、事前テストでは Aの方が約 10ポイント上回ったが（A: 
M = 65.4, SD = 13.1; B: M = 54.5, SD = 22.1）、事後では Bの方が 13ポイント上回る





　CV環境における事前テストにおける知覚と調音の相関係数は r =.25 であったが
（図 1）、事後テストでは相関は .71 と上昇した（図 2）。CVC環境では事後テスト
のみをみたが、やはり .71 と高い相関が見られた（図 3）。CV環境における知覚と
調音の伸び幅の相関は r =.05 とほぼ相関は無かった（図 4）。
表 4.　CVC 環境における知覚正答率と調音正答率の記述統計
　 　 知覚（%） 　 　 　 調音（%） 　
　 6週目 事後 差 　 事前 事後 差
M 91.3 95.3 4.0 59.4 72.2 12.8




　アンケートの結果（表 5、図 5）では、Q 5 が全項目中で最も高い平均値を示し
た（M = 3.72）。EACによる学習がリスニングに効果があると思うかという問いに
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図１.　 CV 事前テストの知覚と調音の相関 
r =.25
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図２.　 CV 事後テストの知覚と調音の相関 
r =.71








次いで Q 2 と Q 7 が同じ平均値であった。Q 2 は音声全体の知覚への効果に関して
の認識であるが、「かなりそう思う」、「とてもそう思う」の合計は 48%と半数程
表 5.　質問紙調査結果の記述統計
　 Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7
M 3.45 3.34 3.31 3.07 3.72 3.52 3.34


































Q 2 E A Cを実施して、英語の
音声全体の聞き取りが向上した
と思いますか。




Q 4 E A Cを実施して、英語の音
声全体の発音が向上したと思い
ますか。
Q 5 E A Cで聞き取る練習をすれ
ば英語のリスニングが向上する
と思いますか。
Q 6 E A Cで聞き取る練習をする
と、英語の発音向上に効果があ
ると思いますか。
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　知覚の伸びの認識（Q1）と実際の正答率の相関係数は r =.22 で非有意かつ弱い
ものであった。調音の伸びの認識と（Q3）と実際の調音の正答率の相関係数は




























































































易しかったと考えられる。音素環境による差は Logan et al.（1991）でも報告され
ているが、単語に表れやすい環境ほど知覚しやすい傾向に類似している。例えば、
/rat/、 /let/、 /wek/などの CVC環境が実在の単語や単語に近い刺激音であるのに対し
て、CV環境では、例えば /ra/、/la/、/wa/の 2音素のみから成るため、判別の処理
を行う上で母音の音響残像が強く残り、目標音素の処理が難しかった可能性があ














この結果は調音を強制せずに転移が起るとする Bradlaw et al.（1999）を部分的に
追認する結果と言える。部分的というのは、伸びの内訳としてクラス間に差があっ
たためである。習熟度が TOEIC平均 530 点の Bクラス（表 2）においては伸びが
見られたが、660 点の Aクラスではあまり伸びが見られなかった。このような経
緯から、HVPTによって知覚を育成し、調音に転移しやすい英語力の層としては





























ラスでは伸びを示さなかった者も少なくなかったことから、Q 3 および Q 4 の回答
では肯定的な結果を認識する者が少ないという結果となったものと考えらえる。
この 2問の回答と調音への転移に関しては、効果の実感があまり持てなかった様
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